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研究成果の概要（和文）：自閉症児を支援するプログラムを構築するための基盤的情報を得るこ

とを目的とし、定型発達児と自閉症児について非言語コミュニケーション情報の理解を調べた。

研究の結果、1) 定型発達児では異なるタイプの指さしに対して意味の違いを見いだす能力が幼

児期に発達すること、2) 指さしと視線の統合的利用によって指示者の意図を的確に判断するこ

とがわかった。一方、3) 自閉症児では、視線の情報を適切に指示詞の理解につなげることが難

しいこと、また 4) 視線と指さしの情報を統合的に理解することが難しいことがわかった。以

上の知見と定型発達児の養育者の指示行動の分析や自閉症児・養育者の支援活動から得た知見

も加えることにより、自閉症児の支援プログラム作成のための具体的な情報を得た。 
 
研究成果の概要（英文）：We investigated typically developing children and autistic children’s 
understanding non-verbal communication information to make programs for autistic 
children’s development.  The results were that 1) typically developing children develop 
their ability to know different meanings of different types of pointing during infancy. 2) 
typically developing children integrate information from eye gaze and pointing to interpret 
other people’s word meanings.  Whereas 3) autistic children had difficulty to use 
information by pointing to interpret pronouns,, and 4) they also had difficulty to integrate 
information of eye gaze and pointing. Based on these results in addition to findings we had 
from our intervention for autistic children and their caregivers, we obtained useful 
information to make intervention programs for autistic children. 
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１．研究開始当初の背景 
ことばを獲得することは、子ども時代を通

じて最も重要な課題の一つである。乳幼児は
他者が発する情報に注意し、必要な情報を抽

出し、ことばの意味の推測を行い、ことばの
獲得につなげていく。その際に話し手の身ぶ
りなど身体運動や視線等の非言語情報も重
要な情報源となる。本研究では子どもはそう
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した非言語情報にどの程度の感受性を持っ
ているのか、それをいかにことばの意味の推
測に実際に利用していくかについて、定型発
達児と、コミュニケーションに質的で重篤な
障害を持つ障害児（高機能自閉症児）の比較
を実験により行う。得られる知見は人間の言
語獲得における推論機能の解明に加え、高機
能自閉症児の早期スクリーニングや言語発
達支援のために役立つと期待される。特に定
型発達児と高機能自閉症・アスペルガー症候
群児の視線や指さし等の非言語的手がかり
の認知機能を調べ、非言語的支援活動を行う
ための基盤的プログラムを作成することは
重要である。 

 
２．研究の目的 

日常の多様な場面において他者が言語に
よりどのような意図や意味を実際に伝えよ
うとしているか、すなわち他者の指示意図
(referential intentions)を知ることができる
ならば、言語獲得は容易になると予測される。
知的障害を伴わない高機能自閉症児は言語
を獲得するのはきわめて難しいことが知ら
れている。自閉症児のための早期スクリーニ
ングや支援の方法はまだ充分確立していな
い。訓練場面で発揮された技能が日常生活場
面に適応(般化)しにくいことも問題となって
いる。そこで言語に加え、話し手の視線や身
ぶり等の非言語情報に、そもそも定型発達の
子どもはどの程度の感受性を持っているの
か、またそれをいかにことばの意味の推測に
実際に利用するかについて、定型発達幼児を
対象とする実験により明らかとする必要が
ある。似た実験を高機能自閉症児にも実施し、
高機能自閉症児が持つ能力を明らかとする。
さらに、養育者は指示行動を意識的または無
意識的に調整し、ことばにより指示する意味
の曖昧さを減ずることにより、子どもによる
ことばの意味の推測を助けている可能性が
あるので、この点についても調査し、高機能
自閉症児の親支援のための知見を得、実際の
支援プログラム作成につなげていくことを
目指した。 
 
３．研究の方法 
(1) 定型発達児における指さしの非言語情

報理解に関する研究 
Kobayashi (1998)の方法を用いて、事物の

部分への指さしが、部分名称獲得のために利
用できるかについて調べた。新奇な事物の一
部を「スプリング」などと子どもの知らない
部分名称を使って教えた。2 歳児でも部分に
対する手の動きを提示すると、事物の部分と
部分名称を結びつけやすいことが先行研究
により得られているが、本研究では、接触指
さしと指先を部分の提示範囲を囲むように
回す動きの要因を検討し、指さしによる語意

推測の解釈を検討した。 
 
(2) 定型発達児における語用論的解釈であ

る間(ま)の理解に関する研究 
Baldwin(1993)の方法を用いて、定型発達

の 2 歳、4 歳、大人に対し、事物接触と名称
提示のタイミングを捜査した時の語用論的
解釈について調べた。実験パラダイムは実験
者の注意対象事物と子どもの注意対象事物
が異なる場合の子どもの行動を調べる不一
致ラベル付け実験パラダイムを用いた。（図
1）また、語用論的解釈がどのように起こる
かを、1、2、3 歳児と成人を対象に視線分析
を行い調べた。 

 

 
図 1：注意不一致実験 

 
(3) 自閉症児における指さしの非言語情報

理解と指示詞理解に関する研究 
伊藤(2009)の方法を用いて、指示詞の理解

実験(図 2)を実施し、その指示対象を特定す
る際に言語情報と非言語情報(視線と指さ
し) をどのように活用するかを調べた。対象
は 15 名の高機能自閉症児であり、対照群は
10 名の定型発達児である。方法は、まず言語
指示のみで指示対象を特定する指示詞理解
実験を実施し、つづいて言語指示に視線を付
加（言語＋視線）し、最後に言語指示と視線
に指さしを付加（言語＋視線＋指さし）して
指示対象を特定する指示詞理解実験を行っ
た。 

 

 
図 2:指示詞実験 

※注 E:実験者, P:参加者, (a)刺激配置,  
(b)同側条件,(c)逆側条件, を示す 

 

(4) 定型発達児と自閉症児における視線方
向と指さしの統合的指示理解に関する
研究 

先行研究から自閉症児が話者の視線方向
を無視し指示対象を推測することが示唆さ
れている。自閉症児が視線の情報に関わらず
指さしのみの情報によって部分を特定する



 

 

のかを調べた（図 3）。 
 

 
図 3：非言語情報の統合的利用に関する実験 
 
(5) 養育者の指示動作に関する研究 

部分名称獲得場面を用いて、養育者の指示
動作をビデオ分析し、指示動作について検討
した（図 4）。 
 

 
図 4：指示動作分析 

 
(6) 下位カテゴリー名称理解に関する研究 

下位カテゴリー名称の理解について、事物
カードを示しパペットが 2 歳児、4 歳児、大
人に名称を教えるという実験を行った（図 5）。 
 
  

 
図 5：下位カテゴリー名称実験 

 
(7) 自閉症児及びその養育者への支援に関

する研究 
具体的には、「第Ⅰ部 グループ活動」、「第

Ⅱ部 自由遊び」を設けると同時に、養育者
は日常生活における有力な支援者に成り得
るととらえ、養育者の「第Ⅰ部 グループ活
動」への参加と「第Ⅱ部 ②養育者と支援者
の情報交換」を設定した。 

このような設定を通じて、他者の事物に対
する動作から他者意図を、自閉症児たちがど
のように推測しているかという観点から、グ
ループ活動場面や自由遊び場面での様子を
観察し記録した。同時に参加した子どもたち
の養育者から各種相談に応じた。 
 

以上の研究で定型発達児や自閉症児の認
知機能を検討し、非言語的支援活動を行うた
めの基礎的プログラムを作成する基盤とし
た。 

４．研究成果 
(1) 定型発達児における指さしの非言語情

報理解に関する研究成果 
指さしの指示対象を幼児と成人はどのよ

うに理解するかについて、指示部分に対し人
差し指で円を描くように動かす「円運動指さ
し(pointing with circular motion)」と、
指示部分に対し繰り返し指を振る「タッピン
グ指さし(pointing with tapping)の効果を
調べた。定型発達の２歳児ではすでに先行研
究で示されている単純な接触指さしの理解
が難しかったこととは異なり、円運動指さし
による理解は容易(図 6)であり、タッピング
指さしもある程度理解できることがわかっ
た。 

 

 
図 6：範囲特定指さし実験の結果 

 
(2) 定型発達児における語用論的解釈であ

る間(ま)の理解に関する研究 
語用論的解釈が可能なタイミングの検討

を、定型発達の 2 歳、4 歳、大人を参加者と
する実験により行った。新規な事物を 2つ提
示し、子どもが選択したそのうちの 1つにつ
いて名称を与えるタイミングを、子どもが事
物に注意をし始めてから発話直後 と 10秒後
の 2つの条件で比較した。結果、10秒後では
相手の視線を確かめることなく正しく相手
が注意している方の事物を選択できる傾向
があり、それは発達とともに高まることがわ
かった。  
注意不一致時における指示対象の理解に

ついて、定型発達の 1 歳、2 歳、3 歳児と成
人を参加者とし個別実験により比較し、さら
に視線の動きをビデオ分析により調べた。2
歳(図 7)から 3 歳(図 8)にかけて会話の流れ
の中で指示対象を推測する語用論的解釈を
行うように変化することがわかった。３歳児
の視線パターンは成人のパターンと近似し
ており、3 歳児ですでに大人に近い解釈を行
う能力があることがわかった。 

 

 
図 7：2 歳児の視線反応 



 

 

 

 
図 8：3 歳児の視線反応 

 
(3) 自閉症児における非言語情報理解と指

示詞理解に関する研究成果 
自閉症児の語用論的能力の特徴とその関

連要因を検討するために、かれらの指示詞理
解における非言語的手がかりの影響を調べ
た。その結果、指示詞の指示対象を特定する
際、自閉症児は定型発達者に比べ、話者であ
る実験者の視線を有力な手がかりとして活
用できない者が多く見出された。これには、
話者の視線の方向を正確に特定できないこ
とや、視線から話者のコミュニケーション意
図を理解できないことが関連していると推
察された。このことは、適切な言語の学習を
妨げ、語用論的機能の問題とも深くかかわっ
てくる可能性がある。このように対人的情報
や情動に関する情報処理に多くの困難を抱
えている自閉症児に対する支援に際し、その
場に即した適切な言語や話しことばの獲得
といった表層的行動を扱うだけでは十分で
なく、言語獲得の基礎になる社会性の育成に
重点的に働きかけることの重要性が示唆さ
れた。また、単語を単一の固定した意味以外
に用いない現象も観察されたため、意図的に
ことばの意味の多様性や法則性を指導して
いくことも必要といえた。 

 

  

 
図 9：条件別標準反応率 

 
(4) 定型発達児と自閉症児における視線方

向と指さしの統合的指示理解に関する
研究成果 

先行研究から自閉症児が話者の視線方向
を無視し指示対象を推測することが示唆さ
れている。自閉症児が視線の情報に関わらず

指さしのみの情報によって部分を特定する
のかを調べた。定型発達児では、視線情報を
伴わない指さしによる指示は、部分名称解釈
を引き起こさないことがわかった。自閉症児
では、視線情報に関係なく部分名称解釈を行
った。自閉症児は、視線情報の意味を解釈し
ないで名称推測することが示唆され、支援プ
ログラムへの重要な知見となった。 
 
(5) 養育者の指示動作に関する研究 
部分名称獲得場面を用いて、養育者の指示

動作をビデオ分析し、指示動作について検討
した。養育者である母親は、部分名称を教え
るときに部分に対して、触りながら指さしを
行っていた。触るという行為は部分の特定化
を促す効果がある可能性が示唆された。 
 
(6) 下位カテゴリー名称理解に関する研究

成果 
下位カテゴリー名称の理解について、事物

カードを示しパペットが 2 歳児、4 歳児、大
人に名称を教えるという実験を行った。一定
の言語形式が話し手の意図すなわちサバは
サカナの下位カテゴリー名称であることを
よりわかりやすくする可能性と、他にも下位
カテゴリーの事物が存在するという環境の
要因が関与する可能性を検討し、いずれも影
響を与えることを確かめた。 
 
(7) 自閉症児及びその養育者への支援に関

する研究成果 
自閉症児たちへのグループ指導の実施及

びその養育者からの各種相談に応じた。この
ことにより、これらの子どもたちおよび養育
者が各種実験に協力してくれるような環境
づくりを行うとともに、他者の意図理解にお
ける問題点の抽出を行った。 
他者の事物に対する動作から他者意図を、

自閉症児たちがどのように推測しているか
という観点から、グループ活動場面や自由遊
び場面での、 自閉症児たちの様子を観察し、
記録した。具体的には、話し手の言語による
指示と非言語による指示（視線による指示や
指さしによる指示）が異なった場合、かれら
が、話し手の指示対象をどのように特定する
かということを調べた。その結果、非言語よ
りも言語を手がかりとして、指示対象を特定
する傾向が強いことが示唆された。このこと
は、定型発達者が非言語を主な手がかりとす
ることと対照的であった。 

自閉症を含む広汎性発達障害を持つ幼
児・児童に対し、非言語情報の理解に関する
指導プログラムを策定し、その養育者を含め
グループ指導を行った。その結果、発達障害
を持つ子どもとその養育者に関し非言語的
情報に対する理解に大きなギャップがある
ことがわかった。また、以上の成果を基にグ



 

 

ループ活動中における自閉症児の行動観察、
他者の事物に対する動作や表情から他者意
図を、子どもたちがどのように推測している
かということを検討した結果、表情や視線、
指さしといった非言語情報から他者意図を
くみ取ることが乏しいということが示唆さ
れた。そこで他者意図への気づきや自己の感
情への気づきを促すための各種ゲームを考
案・実施した。これらの知見を発達障害支援
活動の養育者ミーティングにおいて報告す
ると共に国際会議等の学会発表や著書にお
いて公表を行った。 
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